ぎふビジネスプランコンテスト　ビジネスプランシート
応募締切：2026年11月6日（金）17:00　※提出期限厳守
[bookmark: _heading=h.9ov17ygojlof]
１　学校名・グループ名
	複数校での応募
	☐有　☐無
	※複数校での応募とは、複数の学校の学生で構成されるグループを指します。

	学校名（代表校）
※略さず正式名称をご記入ください。
	（フリガナ）
	（　　　　　科）

	
	
	

	グループ名
（個人応募の場合は不要）
	（フリガナ）

	
	



２　ビジネスプラン
	（1）ビジネスプランのタイトル・概要

	ビジネスプランのタイトル　※30文字以内

	

	ビジネスプランの概要　※必要があれば、写真やイラスト、図などを使って表現してください。

	



	（2）ビジネスプランを考えたきっかけ・目的

	ビジネスプランを考えたきっかけ・目的

	












	（3）顧客（商品・サービスを販売する先）

	①想定している顧客

	



	②想定している顧客の困りごとやニーズ

	




	（4）商品・サービス

	①商品・サービスの内容

	

	②既存の商品・サービスと比較したときにユニークな点

	

	③具体的な販売（提供）方法、広告方法

	











	（5）必要な経営資源

	①必要な経営資源（ヒト、モノ、技術、ノウハウ）

	




	（6）収支計画

	
	1年後
	3年後

	売上高（a）
	万円
	万円

	売上原価（仕入れ高）（b）
	万円
	万円

	経費（c）
	人件費
	万円
	万円

	
	家賃
	万円
	万円

	
	水道光熱費
	万円
	万円

	
	備品
	万円
	万円

	
	宣伝広告費
	万円
	万円

	
	その他
	万円
	万円

	
	合計
	万円
	万円

	利益（a-b-c）
	万円
	万円

	計算方法

	














	（7）社会・地域へのインパクト

	解決したい地域や社会の課題

	


	このビジネスを通じて、その課題に起きる変化

	




３　応募シート作成および提出にあたっての留意事項等
（1）応募締切は、2026年11月6日（金）17:00です。提出期限は厳守してください。提出期限を過ぎたものは、審査対象外として取扱います。

（2）ビジネスプランシートは、以下の条件に沿って提出してください。
　・合計8ページ以内、ファイルサイズ上限は100MBまで
　　※ページ数に「応募シート作成および提出にあたっての留意事項等」は含みません。
　・ファイル形式はPDF
　・ファイル名は「学校名_プランタイトル」に設定
　　例：岐阜県高校_書道で名前！外国人向けネームアート

（3）ビジネスプランシートに内容を記入しきれない場合や、ビジネスプランを説明するにあたって必要な資料がある場合は、別途資料として、一緒に提出することができます。提出する場合は、以下の条件をご確認ください。
　・合計3ページ以内、ファイルサイズ上限は100MBまで
　・ファイル形式はPDF
　・ファイル名は「学校名_プランタイトル（別途資料）」に設定
　  例：岐阜県高校_書道で名前！外国人向けネームアート（別途資料）

（4）グループ名、プランタイトルは30文字以内で記入してください（絵文字の使用不可）。ビジネスプランシートの記載内容が、応募フォームの登録内容と異なる場合は、応募フォームが正しいものとして取扱います。

（5）最終プレゼンテーション（2027年1月23日（土）開催）に進出するファイナリストの発表は、2026年12月上旬を予定しています。決まり次第、応募フォームにご記入いただいた連絡先宛てにご連絡いたします。

（6）本ビジネスプランコンテストでは、ビジネスプランを以下の各項目により審査・選考します。
① 実現したいという熱意 ② 市場性・ニーズ ③ 独創性・着眼点 ④ 実現可能性・採算性 ⑤ 社会・地域へのインパクト  

（7）ビジネスプランシート作成におけるポイント
ビジネスプランコンテストの審査においては、アイデアの目新しさだけでなく、プランの「解像度の高さ（具体性）」が重視されます。 シートを作成する際は、願望や抽象的な表現に留めず、以下の3つのポイントを常に意識して論理的に記述してください。
1. 客観的な「数値」による裏付け：「たくさんの顧客」「安価な費用」「しばらくの間」といった曖昧な言葉は避け、時間、金額、個数、期間などを具体的な数値として明記しましょう。
2. 対象（ターゲット）の明確な限定：「すべての地域」「みんな」のように対象を広げすぎず、どのような属性を持つ顧客に、どの場所（施設や店舗など）でアプローチするのかを具体的に絞り込んで記述しましょう。また、その想定顧客が日常でどのような困りごとを抱えており、自分たちの提供するどの機能や工夫がそれを確実に解決できるのかという因果関係を合わせて記述してください。
3. 調査データや根拠の明示：「〜だと思う」「〜だろう」といった主観や推測に頼らず、官公庁が発表している白書や統計データ、ニュースあるいは自身で行ったアンケートなどの客観的な事実に基づいた根拠を添えましょう。また、小さくても「既に自分たちで行動し、検証・実践したこと」があれば、ヒアリング結果やテスト時の写真などを、積極的にシート内に盛り込んでください。

	【問い合わせ】
こちらのフォームよりお問い合わせください。
https://form.run/@gifu-entre-faq-2026




